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令和２年７月豪雨における

熊本県の対応

２０２４年１０月２０日

熊本県危機管理監 橋本誠也

～災害体験に学ぶ防災・減災対策～

１ 令和２年７月豪雨の被害状況
２ 熊本県及び消防の活動
３ 今回の災害を経験しての教訓・課題
４ 地域防災力の更なる強化を目指して
５ 災害からの復興に向けて
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9はじめに・・・

熊本県の災害の歴史

1

1

えびの市
伊佐市

芦北町

八代市

熊本市

阿蘇市

人吉市

多良木町
球磨村

芦北町

川辺川

小さで川胸 川

万江川

八代海

球磨川
（源流）

県内最大・最長

流域面積 1,880㎢

延 長 115㎞

支 流 30以上

河川形態（球磨川水系）

人吉球磨は山々で囲まれ、東西約30キロ

メートル、南北約15キロメートルの範囲に

広がる盆地となっている。

東から西に向けて球磨川が流れている。

八代市

芦北町

球磨村

人吉市

１ 令和2年7月豪雨の被害状況
（１）球磨川流域の地形
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降雨の概要 ： 線状降水帯の長期間にわたる停滞 １日で７月約１ヶ月分の降水量
（３日２３時頃から４日１０時頃まで） （４８５ミリ）

７月４日朝方にかけての１２時間降水量は、県南９地点〔球磨川水系（山江、一勝地、人吉、
上、多良木、湯前横谷）、田浦、水俣、牛深〕で観測史上１位を記録。
広範囲に降った大量の雨が球磨川に流れ込み、大氾濫を引き起こした。また、水俣、芦北、
天草においても土砂崩れ等を引き起こした。
さらに、７月６日から８日未明にかけての断続的な非常に激しい雨により、県北地域でも川
の増水、土砂崩れ等を引き起こした。

７月４日の線状降水帯 ７月３日午前１時から５日午前０時までの時間雨量

24時間で7月約1ヶ月分(雨量463.5ｍｍ)
観測史上１位あさぎり町（上）

（令和２年７月５日熊本地方気象台資料を加工） 2

2（２）降雨の状況

銚子笠(1,489m）

人吉市

球磨村

五木村

水上村
山江村

湯前町

あさぎり町

錦町

▲

芦北町

球磨川

川
辺
川

八代市

相
良
村

球磨川

多良木町

市房ダム

やつしろし

いつきむら

みずかみむら

ゆのまえまち
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にしきまち

やまえむら
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ら
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ひとよしし

あしきたまち

いちふさ

たらぎまち

▲

過去の洪水との比較 （観測雨量）

※S55.4の観測開始以来最大の雨量
を観測

※S18.1の観測開始以来最大の雨量を観測

※S29.4の観測開始以来最大の雨量を観測

※S29.5の観測開始以来最大の
雨量を観測

○球磨川本川の中流部から上流部及び最大支川の川辺川の各雨量観測所における降雨量
は、６時間雨量、１２時間雨量及び２４時間雨量において、戦後最大の洪水被害をもたらした
昭和４０年７月洪水や昭和５７年７月洪水を上回る降雨を記録した。

注：降雨量の計測単位は年次等により異なる

(mm)

（たらぎ）

※本資料の数値は「速報値」であり、今後変更の可能性がある。 出典：国土交通省九州地方整備局八代河川国道事務所ＨＰ 3
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（写真提供：熊本日日新聞社）7月4日午前11時48分頃撮影

人吉市（市街地）

7月5日午後2時15分頃撮影（写真提供：熊本日日新聞社）

球磨村（渡地区）

4

7月10日午前8時30分頃撮影 （県防災消防ヘリコプター「ひばり」
にて撮影）

7月4日午前10時8分頃撮影

八代市坂本町球磨村（渡地区）

（写真提供：熊本日日新聞社） 4

（３）被害の状況 ①洪水による被害

芦北町女島（小崎） 芦北町伏木氏

5

令和2年7月6日撮影令和2年7月4日撮影

②土砂崩れによる被害

5
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死者65人、行方不明者2人（R2.12.25 9:00現在）

【凡例】
●…死者または行方不明者が1人以上

6

③人的被害（死者、行方不明者）
6

※「床上浸水」は、今後調査により、「全壊」「半壊」となる可能性あり

全半壊4,500棟以上、床上浸水300棟以上
（R2.12.25 9:00現在）

※現在、報告があっている数の集計。

7

熊本市

荒尾市

玉名市

南関町

長洲町

和
水
町

菊池市

大津町

菊陽町

合志市

南小国町

小国町

産山村

高森町

西原村

御船町
嘉島町

益城町

甲佐町

山都町

宇城市

宇土市

八代市

芦北町

津奈木町

水俣市

人吉市

錦町

あさぎり町

多良木町

湯前町

水上村

相良村

五木村

山江村

球磨村

天草市

上天草市

苓北町

山鹿市

阿蘇市

南阿蘇村

美里町

玉
東
町

氷川町

【相良村】

・全壊18棟
・半壊90棟

【八代市】

・全壊147棟
・半壊160棟

【芦北町】

・全壊72棟
・半壊910棟

【南小国町】

・半壊9棟

【山江村】

・全壊11棟
・半壊14棟

【五木村】

・全壊1棟
・床上浸水1棟

【多良木町】

・全壊1棟
・半壊8棟

【小国町】

・全壊3棟
・半壊29棟

【菊池市】

・全壊1棟
・半壊2棟

【荒尾市】

・半壊133棟

【合志市】

・半壊1棟

【和水町】

・半壊1棟

【天草市】

・半壊24棟
・床上浸水18棟

【水俣市】

・半壊11棟

【山鹿市】

・半壊8棟
・床上浸水1棟

【玉名市】

・半壊8棟

【球磨村】

・全壊332棟
・半壊74棟

【水上村】

・半壊1棟

【南関町】

・半壊39棟

【津奈木町】

・全壊4棟
・半壊12棟

【錦町】

・半壊64棟

【あさぎり町】

・半壊51棟
【人吉市】

・全壊900棟
・半壊1,443棟
・床上浸水309棟

【市町村別計】 R2.12.25 9:00現在
   全壊 半壊 床上浸水 床下浸水 一部損壊

熊本市 0 0 0 6 1
熊本管内 0 0 0 6 1

宇城市 0 0 0 48 1
宇城管内 0 0 0 48 1

荒尾市 0 133 0 0 105
玉名市 0 8 0 0 18
南関町 0 39 0 0 8
長洲町 0 0 0 2 0
和水町 0 1 0 15 27

玉名管内 0 181 0 17 158
山鹿市 0 8 1 7 19

鹿本管内 0 8 1 7 19
菊池市 1 2 0 0 2
合志市 0 1 0 0 0

菊池管内 1 3 0 0 2
南小国町 0 9 0 0 29
小国町 3 29 0 40 20
産山村 0 0 0 1 1
西原村 0 0 0 0 1
南阿蘇村 0 0 0 2 0

阿蘇管内 3 38 0 43 51
甲佐町 0 0 0 5 0
山都町 0 0 0 0 1

上益城管内 0 0 0 5 1
八代市 147 160 0 0 97

八代管内 147 160 0 0 97
水俣市 0 11 0 0 108
芦北町 72 910 0 0 559
津奈木町 4 12 0 0 89

芦北管内 76 933 0 0 756
人吉市 900 1,443 309 164 286
錦町 0 64 0 0 75
多良木町 1 8 0 50 15
湯前町 0 0 0 1 41
水上村 0 1 0 6 4
相良村 18 90 0 0 75
五木村 1 0 1 5 0
山江村 11 14 0 0 20
球磨村 332 74 0 0 51
あさぎり町 0 51 0 43 55

球磨管内 1,263 1,745 310 269 622
天草市 0 24 18 166 232

天草管内 0 24 18 166 232
計(32市町村) 1,490 3,092 329 561 1,940

④住家被害
7

9

10
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⑤道路の被害

神瀬橋（球磨村）

芦北町女島地区 八代市蛇篭地区（流木等漂流状況）

国道219号（球磨村）
被災前

被害額

約1,452億円
（R2.8.19時点）

9

⑥公共土木施設の被害
9

11

12
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【JR肥薩線】第一球磨川橋梁（八代市坂本町）

▲鎌瀬駅～瀬戸石駅間 橋梁（Ｌ＝２０５ｍ）流出

【くま川鉄道】川村駅（相良村）

【肥薩おれんじ鉄道】肥後田浦駅～海浦駅間（芦北町）

写真提供：ＪＲ九州

川内駅方面

八代駅方面
築堤崩壊

（259k200m付近）

【くま川鉄道】人吉温泉駅構内（人吉市）

10

人吉方面
八代方面

⑦鉄道関係の被害 10

⑤

⑯

⑧

⑥
⑦④

⑭

③
②①

⑨

⑮
⑬

⑫
⑪⑰

⑩

①鶏舎倒壊
【南関町肥猪】

②土砂流入
【和水町北園】

⑤農道崩落
【南小国町】

③土砂流入
【菊鹿町山内】

④山腹崩壊
【菊池市班蛇口】

⑧海岸漂着物
【玉名市】

⑯林道 法面崩壊
【天草市苓北天草線】

⑰水田陥没
【天草市二浦町】

⑨海岸漂着物
【八代市】

⑦土砂流入
【産山村田尻】

⑥ハウス損壊
【南小国町万願寺】

⑬樹園地土砂流入
【芦北町田浦】

⑪葉たばこ冠水被害
【相良村川辺】

⑫農業用機械の損壊
【人吉市中神町】

⑭山腹崩壊
【芦北町田川】

⑩林道路肩決壊
【八代市南川内線】

11

被害額
約1,019億円

⑧農林水産業関係の被害
11
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店舗（球磨村）

球磨焼酎蔵元（球磨村） 宿泊施設（人吉市）

商店街（人吉市）

12

⑨商業、企業、観光施設の被害 12

被害の状況県の対応気象面の動き時間日時

警戒体制へ移行大雨警報発表20:49７月３
日（金）

災害警戒本部設置土砂災害警戒情報発表（人吉市）
※4日3:10時点で県南を中心に計20市

町村に発令

21:50

土砂流出、冠水、床下浸水が始まる
車両等の立ち往生、閉じ込め
住家への土砂崩れ

記録的短時間大雨情報発表
※県南9地点で4日朝までの12時間雨量
が観測史上1位を記録

3:30
～

７月４
日（土）

住家への土砂崩れ続発

人吉・球磨地域、芦北地域で床上浸
水が始まる

災害対策本部設置大雨特別警報発表4:50

球磨川流域の広範囲で氾濫、
浸水

消防及び警察への救助要請が
殺到

電話・インターネットが不通に

自衛隊へ災害派遣要請5:36

県内消防応援隊要請5:40
緊急消防援助隊出動調整開
始

6:18

広域航空応援要請7:19

県内消防応援隊出動7:21

緊急消防援助隊要請7:40

第１回災害対策本部会議河川氾濫（球磨村）、浸水（人吉市）、橋流
出（八代市坂本）が発生しているとの記者
発表（国交省）

8:00

9

13

２ 熊本県及び消防の活動

（１）発災直後の動き

13

15

16
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119番通報の受信件数 （7月4日 3時～9時）

（人吉下球磨、八代、芦北水俣の３消防本部の合計）

22
47

92

168

203

166

0

50

100

150

200

250

３～４時 ４～５時 ５～６時 ６～７時 ７～８時 ８～９時

件数

15

15

熊本県災害対策本部の全景

関係機関が集結し、情報の集約及び各機関への連絡、活動調整を行っている。

17

18
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※1 警察、自衛隊、海上保安庁は全期間の延べ数。
※2 自衛隊の活動人員には、救助以外の活動人員を含む。
※3 県内消防本部の活動人員には、県内応援隊の人員のみ計上。

16

16

（２）救助活動の概要

合 計
7月11日
以降

7月10日7月9日7月8日7月7日7月6日7月5日7月4日

1,243623206898110109112103県内消防本部

活動人員数

4,8021180342347347589696665636

1,148

※ 日毎のデータは割愛

警察

101,631自衛隊

2,332海上保安庁

110,3211803362415445699805777739計

31340006109284県内消防本部

救助者数

36703083412110848

351

※ 日毎のデータは割愛

警察

1,262自衛隊

21海上保安庁

2,3144308310131117332計

救助関係機関の活動人員及び救助者数

翌日以降も孤立者の救助が続く

【熊本県災害対策本部による集計】

出典：内閣府・防災科学技術研究（ISUT）

〇道路寸断､天候悪化によるヘリ運航不可､停電による通信不能等により､当初は集落の孤立状況の把握が困難であった｡

〇７月７日現在、１３４集落が孤立状態であったが、警察、消防、自衛隊等の協力により、８月１２日にすべての集落の孤

立状態が解消された。（今回の豪雨により孤立した集落：１６６集落（県南地域））

〇今後は、住民が全員避難したことで孤立状態解消となった集落のアクセス道路やライフライン等について、関係機関と

連携して復旧を進めていく。

※孤立集落：車で到達することができず、住民がとどまっている集落

八代地域

芦北地域

球磨地域

17
孤立集落（※）の状況

孤立集落数
（7月7日）

孤立集落数
（累計）

八代地域 八代市 15 25
水俣市 0 0
芦北町 19 21
津奈木町 0 0
人吉市 0 4
錦町 0 0
あさぎり町 1 1
多良木町 1 2
湯前町 0 3
相良村 0 5
五木村 3 7
山江村 17 20
球磨村 78 78

134 166

市町村名

芦北地域

球磨地域

合計

17

19

20
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（３）ヘリによる救助活動

令和2年7月豪雨における活動のポイント

① 激流

まるで津波被害のような災害。

② ヘリじゃなければダメ

激流や土砂災害により、地上から接触できない。

③ 応援＋自県ヘリでの救出活動

他県消防防災へり、自衛隊、警察、海上保安庁な

ど関係機関のヘリが集結。

④ フォワードベースの設定

被災地近傍の場外離着陸場にフォワードベースを

設定。給油や装備の積み降ろしに要する時間を短

縮。

消防による救助者680人のうち193人が
ヘリによる救助

発災初日（7月4日）に18機が集結

19

9

（４）消防（常備消防）の活動

被災地消防本部を中心に緊急消防援助
隊、県内消防応援隊の応援を受け、救助、
救急、行方不明者の捜索及び安否確認等
の活動を実施

球磨川流域にはラ
フティング会社が約
20社ほどあり、救助
活動に尽力いただ
いた。

【緊急消防援助隊】
15県・市から延べ 1,218隊、4,802人が活動
ピーク時（7月6日）1日で 187隊、696人が活動

【県内消防応援隊】
延べ 364隊、1,243人が活動
ピーク時（7月5日）1日で 37隊、109人が活動

19

21

22
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（５）消防団の活動

熊本県内の39市町村で延べ 22,338人
の消防団員が出動。それぞれの地域で避
難誘導や救助活動等を実施

特に被害が大きかった地域では、多岐にわ
たる活動を実施し災害対応に大きな力を発
揮した。

①避難誘導

②救助

③行方不明者の捜索

④住民の安否確認

⑤孤立地域への物資の輸送

⑥避難所の運営支援

⑦被災住家の復旧支援

⑧災害廃棄物の処理

⑨地域の防犯・警備

消防団による救助活動の状況

球磨村神瀬地区での救出映像

屋根まで濁流が迫る中、消防団員が機
転を利かせ、隣接する保育園にあった
子供用のプールをボート代わりにし、住
民45名を無事救助。

21

21

（動画再生：約15秒）
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３ 今回の災害を経験しての教訓・課題

（１）避 難

とにかく 逃げる、逃がす
大規模な浸水では、消防車両は近づけない。
夜間や悪天候では、ヘリも飛べない。
濁流の中では、ボートによる救出も困難。

課題① 住民の意識付け

避難が必要だということを理解してもらう ⇒ 防災教育、訓練、ハザードマップやタイムラ

インの作成・理解

課題② 情報の伝達

大雨等では屋外の防災無線が聞こえない ⇒ 戸別受信機、ＦＭラジオ、ライブカメラや

ＳＮＳ等を活用した情報発信

課題③ 避難場所や時間の確保

山間部や低地では安全な避難場所が少ない ⇒ 広域避難、予防的避難の実施

状況が悪化した後で避難するのは困難

課題④ 災害弱者への支援

今回の災害でも死者の9割が60歳以上 ⇒ 要支援者世帯、要配慮者施設の避難計画の

最も多かったのが80歳代の高齢者 作成、点検、訓練

避難支援通信システムの構築

22

23（２）孤立集落

土砂崩れや道路崩壊で車両が通行できず孤立。
通信やライフラインも途絶し、状況もわからない。
食糧が尽きたら・・。急病人が出たら・・。

課題① 通信の確保

大規模災害時には電話、携帯、インターネットも

ダウンする

⇒ 集落への衛星携帯電話等の配備

課題② 食糧、防災用品の備蓄

数日間自活しなければならないことを想定

⇒ 食糧、燃料、生活用品、発電機の備蓄、生活

用水等の確保

課題③ 集落内の防災組織

集落みんなで助け合うしかない

⇒ 集落で活動できる防災組織・リーダーの育成、

通信機器や備蓄物品の管理、住民の安否確

認、訓練の実施
23

助けに行けない 逃げられない

25
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（３）防災拠点、装備等の整備・強靭化

消防本部、消防団詰所が浸水。車両が水没。
役場が孤立しライフラインが途絶。
消防隊員、団員も浸水に飲み込まれる危険。

課題① 防災拠点の強靭化

危険区域に存在する拠点施設への対応

⇒ 拠点施設の移設、嵩上げ、電源、通信機器

等重要設備の防水対策

課題② 避難・代替拠点の確保

人員や資機材を避難させ業務を継続

⇒ 被災前の車両等の避難や代替施設を確保す

る計画の作成と訓練

課題③ 救助資器材・装備の整備

水害に対する資器材や装備の不足

⇒ ボートや水上バイク、排水ポンプ、浮輪等の

救助資器材、救命胴衣等の装備品、資機材

や人員の搬送車の配備と訓練

防災拠点が被災 消防隊員・団員も危険に

25

9

（４）新型コロナウィルス対策

コロナ禍での初めての大規模災害

避難所の確保や運営に苦慮。
ボランティアの受入れを県内在住者のみに制限。
結果的に避難所での感染は無かったが・・。
救助機関、報道機関の関係者が感染。

課題① 避難所の確保、広域避難

管内の公的施設で全ての避難所を確保

するのは困難

⇒ ホテル等民間施設の活用、管外への

広域避難

課題② ボランティアの確保

受入を制限せざるをえず人数の確保に

苦慮

⇒ 県内の学生等参加者の掘り起こし、

交通手段の確保等参加しやすい環境

づくり

25
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４ 地域防災力の更なる強化を目指して （ソフト対策の主なもの）
26

（１） 公助

戸別受信機の設置

住民への避難情報等の確実な伝達のため、市町村
における防災行政無線戸別受信機等の設置を支援。

防災情報通信体制の強靭化

災自治体等と県との防災通信体制を一層強靭化・多重化
するため、衛星通信を用いた地域衛星通信ネットワーク第３
世代システムを令和７年度までに整備。

豪雨対応訓練の実施

市町村防災担当職員の初動対応力の向上と、関係機関（警察・
消防・自衛隊等）との連携強化のため、令和２年７月豪雨規模の
災害を想定したブラインド型図上訓練を令和３年１月から開始。
毎年全市町村を対象に実施し、令和６年で４巡目。
東大先端研（ClimeCORE）と連携し、全国で初めて「気象再解析
データ」と「キキクル」を連動させた訓練等、科学的根拠に基づい
た防災・減災の新たな取組みを実施。

県での訓練の様子

27

27

県内防災士をさらに養成するため、県内10箇所で地域
防災リーダーの養成講座「火の国ぼうさい塾」を開催。

（２） 共助

地域防災リーダーの養成

地区防災計画の作成推進

県の自主防災組織活動支援員により地区防災計画の
作成を支援。

住民避難訓練の実施

市町村や自主防災組織で実施する住民参加型避難訓
練を支援。

リアルハザードマップの設置

リアルハザードマップの作成を促進し、危険性を周知。

個別避難計画の作成

モデル地区で優良事例創出、取組事例集を作成。
市町村職員や支援者等を対象に、研修会やアドバイ
ザー派遣等を実施し、計画の実効性を向上。成。
モデル地区で優良事例創出、
取組事例集を作成。

第25回火の国ぼうさい塾（八代市）

県支援による地区防災計画作成（人吉市）

リアルハザードマップ（あさぎり町）想定浸水

避難訓練（球磨村）

29

30
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28
（３） 自助

マイタイムラインの普及

①「くまもとマイタイムラインガイドブック」作成
②ガイドブック要約版を全世帯に配付
③専用Webサイト開設
④ガイドブックを毎年4月に全中学1年生に配付
⑤防災教育モデル授業を40校で実施、防災教育教材・マニュ
アルの作成

⑥作成支援動画の制作・YouTubeでの公開（R4.10)
⑦テレビやラジオ、県からのたより等での作成の呼びかけを
継続的に実施

⑧在熊本TV５局が共同で早期避難を呼びかけるテレビスポット
「逃げる スイッチ・オン」を制作、放送
⑨自主防災組織や自治会等において、マイタイムライン作成
講座を実施

マイタイムライン専用WEBサイト

作成支援動画

防災教育モデル授業の様子

ロアッソ

自主防災会長の体験談

球磨村 地下地区
*27世帯、74名が住み、
約4割が高齢者

平常時の活動
*年1回の防災勉強会、地区タイムラインを作成
*災害1週間前に避難者名簿が完成

令和2年豪雨災害時の活動
*午前3時頃、球磨川の水位が上昇しており避難を
判断
*副班長は、拡声器で住民に非難を呼び掛け
*タイムラインの作成により、何をすべきか把握で
き、落ち着いて活動できた！

○「新たな流水型のダム」を含む「緑の流域治水」の推進

○ 現行の貯留型「川辺川ダム計画」の完全な廃止

球磨川流域の新たな治水の方向性の表明
（令和２年１１月１９日）

令和２年７月豪雨からの復旧・復興プラン

（令和２年１１月２４日 策定・公表）

＜取組みの方向性＞

流域全体の総合力による“緑の流域治水”

すまい・コミュニティの創造

地域の魅力の向上と誇りの回復

なりわい（生業）・産業の再生と創出

災害に強い社会インフラ整備と安心して学べる拠点づくり

＜目指す姿＞

愛する地域で
誰もが安全・安心に
住み続けられ、
若者が“残り・集う”
持続可能な地域の実現

＜基本理念（グリーンニューディール）＞

◎ 生命・財産を守り安全・安心を確保する
◎ 球磨川流域の豊かな恵みを享受する

５ 災害からの復興に向けて 29

29

31
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33流域治水のイメージ

○河川の流域のあらゆる関係者が協働して流域全体で行う治水対策
○地域の特性に応じ、①氾濫をできるだけ防ぐ、減らす対策、②被害対象を減少させるための対策、
③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策をハード・ソフト一体で多層的に進める。

30

30

地域の魅力の
向上と誇りの回復

二度と「陸の孤島化」しない、

道路・通信網のリダンダンシー確保

球磨焼酎の“トップ・オブ・ザ・ワールド戦略”

誰もが暮らしやすい・魅力あふれる

まちづくりと新たなコミュニティの形成

新型コロナ収束後の新たな

インバウンド戦略の実行

オンライン診療・
調剤もできる

四季折々の自然を体感できる、

ドライブ・サイクリング・ランニングロードの整備

若者が残り、集まる知的拠点としての

“球磨川流域大学（仮称）”の構想

ICTで生活
防災情報が
迅速にわかる

ツールド九州
の誘致も

～球磨川流域グリーンニューディール～

くまモンやクラウドファンディングを活用した

球磨川ファンクラブの設立
全国から若者が集う地方創生の核となる

魅力ある学校づくり

復興のシンボルとしての

清流川辺川・球磨川の継承

ＩＣＴ教育日本一

kumaラボで
地域の課題や
可能性を研究

災害に強い
社会インフラ整備と

安心して学べる拠点づくり

すまい・コミュニティ
の創造

“緑の雇用”の創出に向けた
森林資源のフル活用

最先端技術（AI,ICT等）を駆使した

新たな“つながり”による、“スマート・ビレッジ”の実現

なりわい（生業）・
産業の再生と創出

日本一災害に強い、命の道・通学の道
としての「国道219号」の強靭化

観光資源の磨き上げや交通アクセスの

多様化による人吉球磨の観光拠点化

再生可能エネルギーの導入推進による

ゼロカーボン先進地の創出

球磨川と干潟再生のシンボル

「アユ」・「アサリ」による

地域活力の再生

農地の大区画化等による生産性の向上など

稼げる農業の実現

愛する地域で誰もが安全・安心に住み続けられ、
若者が “残り・集う”持続可能な地域の実現

令和２年７月豪雨からの復旧・復興プランの目指す姿（将来ビジョン）

持続可能な医療、
地域包括ケアシステム

で安心

国土交通省九州地方整備局HPより

ダイナミックなインセンティブによる

企業支援と産業・雇用の創造

既設ダム

八代港

誘致IT企業との連携

球磨川くだり

芦北町・うたせ船

津奈木町・舞鶴城公園

緑の流域治水
生命・財産を守る安全・安心の最大化と
環境への影響の最小化のベストミックス

八代市坂本町

国宝 青井阿蘇神社

くま川鉄
道

国道219号の復旧

災害に強い地域拠点・避難所としての

「防災公民館」や「防災道の駅」の整備

31
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9被災地を勇気づけた消防の絆

被災地消防本部の車両が水没し16台が使用不能に。
福岡市、北九州市、熊本市からポンプ車や救急車、救助
工作車、広報車が無償で貸与、譲渡されました。

消防団でも多くの車両が水没し使用不能に。
熊本県西原村消防団から球磨村消防団に消防ポンプ
積載車が無償譲渡されました。

洪水により流された球磨村消防団詰所の看板が約300キロ
漂流し長崎県対馬に漂着。
対馬市消防団から球磨村消防団に看板が届けられました。
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